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論 文 の 内 容 の 要 旨

本種は1976年に愛知県下で初めて発見され､日本への侵入が確認された外国からの

侵入害虫である｡その後1980年に長野県への侵入が確認され､全国へとその分布を拡大

して行った難防除害虫の一つとして恐れられている｡

長野県下では高冷地の水田の面積が県全体の約半分を占め､本種による被害は低暖地の水

田から高冷地の水田へと拡大し､それぞれの水田での被害も甚大となってきている｡しかし､

全国的にみて本種の発生生態､発生予察及び防除法についての研究は少なく､特に高冷地と

いう気象条件の厳しい高標高地帯の水田における本種についての研究は全くないのが現状

である｡

そこで､本研究は1979年から17年間にわたって行われたものであり､長野県下の低

暖地と高冷地の水田における本種の基礎生態を明らかにし､ついで本種を防除する前段階で

必要な発生予察､要防除密度の決定を行い､最終的に長野県下の低暖地と高冷地の水田にお

ける本種の新しい稔合防除体系について考察を行ったものである｡

得られた新しい知見を要約すると以下の通りである｡

(1)本種の長野県下における分布拡大は極めて急速に起こり､1980年の低暖地での

初発見以来1～2年の間に高冷地の水田へと侵入した｡またその被害の程度も甚大と

いう現状であった｡

(2)本種の基礎生態についての研究成果から以下のことが明らかになった｡

a)生活環は､室内飼育によって理論的に計算された有効積算温量から､低暖地では

2化する可能性があるが､高冷地では1化であった｡しかし､実際には野外では低

暖地と高冷地ともにほとんどの個体群が年1化であることが分かったが､両地域の

水田で発生する時期は異なっていた｡
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b)積雪量の多い高冷地においても､凍結した表層土壌中から多数の越冬成虫の生存

が認められた0また人為的に低暖地と高冷地の水田へ成虫を放飼して生存率を調べ

たところ､いずれの水田においてもその生存率は64～90%と極めて高く､越冬

場所の低温が本種の越冬期間中の主要な死亡要因にはならないことがわかった｡

C)水田内での各ステージの個体群の空間分布をみると､越冬世代成虫は弱い集中分
布を､また幼虫及び桶はランダム分布を示した0したがって､発生予察の際の密度

推定には､この分布様式を基にしたサンプリング方法を採用する必要があることが

示唆された｡

d)低暖地及び高冷地の水田において､越冬世代成虫の個体群の変動のパターンとそ

の変動要因を1985年から10年間にわたって調べた結果､低暖地では0.2.

0･3､高冷地では株当たり0･5･0･7で平衡密度に達した｡一方､水田での卵

から成虫までの生存率には両地帯の間で差がないことから､個体群の変動に関わっ

ている要因は越冬期間ではなく､越冬前または越冬明け直後に存在するものと考え

られた｡

e)本種の発生時期は温度によって変化し､高冷地では低暖地よりも発生時期が遅い1

越冬世代の成虫は水田へ侵入後2週間のうちに集中的に産卵することが明らかに

なった0これは本種が適温期間のうちに発育を完了しようとする適応産卵形態であ

ろう｡

(3)以上の基礎生態の成果を基に本種の発生予察法及び的確な防除法を確立にむけて実

用的な研究を展開した｡その結果

a)越冬世代成虫の発生時期は標高差に応じた温度によって変化するので､正弦法と

三角法から有効積算温度を計算し､両地帯の発生時期の予察式を求めることができ

た｡

b)異なる育苗様式(稚苗､中申及び成苗移植)及び湛水土壌中直播の永田をケージ

で覆い､その中へ越冬世代成虫を放飼し､本種の食害が稲の生長と収量に及ぼす影

響を調べた0その結果､稚苗､中首､成苗移植及び湛水土壌中直播における被害許

容密度の推定値はそれぞれ0･24､0･33､0.41及び0.17となった｡また

5%減収率を想定した株あたりの要防除密度の推定値は､それぞれ0.44､0.

70､1.03及び0.29となった｡

C)本種の耕種的防除及び高冷地での夏季の冷害回避を考慮して､水田の標高に対応

した新しい育苗様式について､稚苗及び湛水土壌中直播は500m以下の低暖地

の水田で､中苗は500～800m､成苗は標高800m以上の高冷地の水田で

採用すべきであることを提言した｡

以上の結果から本種の防除法としては､先述の耕種的防除と薬剤による化学的防除を組み

合わせた総合防除体系が有効であることを提示した｡
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審 査 結 果 の 要 旨

イネミズゾウムシが日本へ侵入し､初めて愛知県下で発見されたのは1976年であっ

た｡以来愛知県､三重県及び岐阜県のような低暖地での本種の発生状況と防除法について

の研究が行われ､被害解析及び防除法についてはいくつかの新しい知見が得られている｡

一方､長野県下では1980年に本種が低暖地の水田で初めて発見されて以来､年が経つ

につれて県下全域の水田へと急速にその分布を拡大し､特に高冷地の水田にまで被害がみ

られるようになり､本種は現在も高冷地では甚大な被害をもたらしている｡しかし､本種

の防除に関する基礎的な研究成果の欠如から､他県における低暖地での防除法を用いざる

を得なかった経緯がある｡

長野県下には低暖地(標高270m)から高冷地(標高1,20･Om)にまで水田が分布

し､県下の水田面積の約半分が高冷地の水田であり､現在もその被害が甚大であるところ

から早急に的確な防除法の確立が望まれている｡

そこで､本論文は高冷地における本種の生活環､発生生態及び個体群変動の機構などの

基礎生態を明らかにした上で､それに基づいた本種の高冷地における被害解析と発生予察

の方法の確立を目指し､要防除密度の策定と本種の有効な防除のあり方について提言しよ

うとしたものである｡

論文の内容は緒言以下2～8章及び稔合考察の合計9牽から成り､第2章は長野県下へ

の分布の拡大の状況を､第3章～第6章までは本種の基礎生態を明らかにした研究成果で

ある｡すなわち､低暖地と高冷地での生活環についての理論的･実証的比較研究､越冬期

の生態､水田内での各ステージの本種の空間分布様式及び個体群変動のパターンとその機

構について明らかにしたものである｡ついで第7章では以上の基礎生態に基づいて､本種

の低暖地と高冷地における発生時期の予察法を確立したものである｡また第8章は被害解

析と要防除密度を明らかにし､第9章の総合予察では本種の長野県下での低暖地と高冷地

における新しい総合防除体系について提言を行っている｡

以上､審査委貞5名は詳細な内容の吟味を行い､本論文は外国から侵入した難防除害虫

の一つであるイネミズゾウムシについての長年の研究成果により､今迄全く不明であった

高冷地における本種の基礎生態を明らかにしたこと及びそれを基にして的確な新しい防除

体系を構築することができたことから､長野県下の本種の防除に関する基礎的な面と実用

的な面の両面に大きく貢献するものとして高く評価した｡さらに､本種は日本全土に広く

分布すると共にアジア諸国への侵入もみられていることから､本論文で得られた基礎生態

の新しい知見と防除のあり方についての提言は､日本はもとより世界各国における本種の

防除を行う上で多くの示唆を与えるものである｡別に行った学力確認試験の結果と併せて､

審査委貞全貞一敦で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値あ

るものと認め合格とした｡
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